
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

◆会長あいさつ◆ 高橋 和之 会長 
先ず、本日お手元に、

年次計画書が配布され

ておりますが、新旧委

員長さんはじめ関係者

のご協力によりまして、

今日のクラブ協議会に

間に合わせて頂きまし

た。関係者のご協力に感謝申し上げます。 
さて、本日の例会は、先週に引き続き、委員会活動

計画の発表です。一年間の委員会活動ですから、今

後追加することや変更することが多々発生するかと

思いますが、RI 会長の第 3 の強調事項「変化」にも

ありますように、変更を恐れずに、変化に富んだ年

度でありたいと願っております。 
職場であっても、家庭であっても、個人であっても、

活性化する原点は「変化」であろうと考えます。福

島南 RC が今後引き続き元気に生きながらえていく

ためにも、大いに変化の風を起こして、活力あるロ

ータリーを目指そうではありませんか。 
話は変わりますが、先週の２３日に郡山市で行われ

ました地区の「会員増強セミナー」に行って参りま

した。会員増強の必要性とやり方について、諸先輩

ロータリアンたちから多くを学んで参りました。そ

の中で、特に私が感じましたのは、伝統ある福島南

RC を維持向上するためには、純増 1 名という暗黙の

基準を塗り替える必要があるのではないかと、感じ

た次第です。退会者の発生しない環境であるならば、

純増 1 名の理論は成り立つのかもしれませんが、私

たち一年一年歳をとっていきますから、それだけを

考慮しても、純増一名では組織を維持できなくなる

のではないかとの考えに至りました。 
以前に聞いた話ですが、日本の人口は１憶２７００

万人をピークとして、現在すでに人口が減り始めて

いるそうですが、日本の人口を維持させるには統計

上で一夫婦 2.1 名のお子さんを育てる必要があるそ

うです。現在の人口減を推計すると、400 年後には、

日本の人口がゼロになるとのことでした。 
同じような観点で我が福島南 RC の希望ある将来

を考えたときに、会員増強は会員増強委員会だけの

責任ではなく、我が南の総力を上げて取り組む必要

があろうと思うのであります。 
私も会員増強委員の一員となって、吉田和義会員増

強委員長と一緒に会員増強活動に参画したいと思い

ます。皆様のご協力宜しくお願い致します。 
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 今月・来月のプログラム 
8 月 10 日(水) 例会お盆休み 

8 月 17 日(水) クラブ・フォーラム 

8 月 20 日(土) 地区社会奉仕委員会セミナー 

8 月 24 日(水) 地区ゲストスピーチ 会員増強委員会 

8 月 31 日(水) IAC 例会・福島成蹊高校 16:45～ 

本日のプログラム 

１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ 地区会員増強セミナー報告 

４ クラブ協議会(活動計画発表・後半) 

会計 

奉仕プロジェクト管理委員会 
職業奉仕委員会.社会奉仕委員会 

  国際奉仕委員会.新世代奉仕委員会 

ロータリー財団委員会 

米山記念奨学会委員会. 

クラブビジョン委員会 

５ 閉会点鐘 

今週のトピックス 
ノーベル賞授賞式の行われる聖地ノルウェーのオスロで

連続テロ事件がありました。ノルウェーのストルテンベル

グ首相は記者会見で「ノルウェーがこれほどの被害を受け

たのは第二次大戦以来」と述べました。 
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◆ 会員増強セミナー報告◆  
大野 順道 会員 
各会員がロータリーの基本

を再度学び、ロータリーに対

する理解を深め、ロータリー

の魅力をよく認識し、会員増

強の必要性を知り、心を合わせて会員増強に邁進す

るよう努力します。 

－クラブ協議会－ 
◆ 会計 ◆   佐藤 勝宣 役員 

2010~2011 年度決算書と、

2011~2012 年度予算書の発表

と同時に、１年の収入で支出

も賄うよう前年より 180 万円

くらいプラスの予算を見込ん

でいます。１人１人のスマイルボックスへのご協力

をお願いします。 
 
奉仕プロジェクト管理委員会 

廣澤 俊樹 委員長 
６つの奉仕委員会による活

動が、地元の地域や海外の地

域にとって、活発なものにな

るように、また、連携をとる

ことによる相乗効果により効果的な奉仕活動ができ

るように活動して行きます。 
◆職業奉仕委員会◆ 金子 親房 委員長 

 職業奉仕は、ロータリー特

有の基本的理念であり、職業

奉仕の倫理と道徳の認識を深

め、職業に奉仕の心を基本と

し、活動計画を推進します。 

◆社会奉仕委員会◆ 福田 順一 委員長 

 東日本大震災対策本部の指

導の下、復興に積極的に支援

活動を行う。また、環境保全

として、猪苗代湖水資改善の

支援を継続的に行う。 
◆国際奉仕委員会◆ 菅野 良二 委員長 

 国際奉仕活動に積極的に参

加、協力する（東南アジアへ

の教育支援事業） 
来年世界大会がタイ(バンコ

ク)で開催される為皆様で参加

しましょう。 
◆新世代奉仕委員会◆冨田 健三郎 委員長 

 新世代の多様なニーズを把

握して、新世代の個々の能力

開発にあたって役立つ知識や

技能を高め、生活力を高める

ことにより、新世代に将来へ

の準備をさせていく支援や指導にあたって参ります。 

◆ロータリー財団委員会◆  
高橋 勇雄 委員長 

社会奉仕と国際奉仕におい

て、プログラムへの参加と寄付

を通じて財団を支援する計画

を立て、実行していきます。 
◆米山記念奨学会委員会◆  

国分 秀夫 委員長 

勉学を志して日本に在留し

ている外国人留学生に対し、国

際理解と親善を深めるために

全日本のロータリアンの寄付

金を財源として奨学金を支給、

援助することで寄付金のご協力を！ 
◆クラブビジョン委員会◆ 

 野地 利雄 委員長 

今年度より新たな委員会と

して、ロータリー理念の指導と

地域からロータリーというこ

とで信頼と尊敬を得るクラブ

としてのビジョンの立案、目標を設定し、多くの地

域より多くのことを学び、大きく育つ苗木を植樹し

たいと思います。 
 

◆スマイリングボックス◆ 
年次活動計画発表ご苦労様です。  高橋 和之会長 
2011～2012 年度･会計、奉仕プロジェクト管理委員

会委員長、活動計画発表よろしくお願い致します。 
菅原 節子幹事 

ゴルフ少し前へ飛ぶようになりました。 
一條 浩孝会員 

クラブ協議会発表の委員長、一年間頑張って下さい。 
鈴木 光一会員 

第一回ゴルフコンペ優勝させて頂きました。 
鈴木 恒昭会員 

一日も早く子どもたちに思う存分野球をやらせたい。 
冨田 健三郎会員 

本日は社会奉仕委員長として本年度計画発表致しま

す。今年一年ご協力の程お願い致します。 
福田 順一会委員 

スマイル  36,000 円 累計 208,000 円 
財団・米山  42,000 円 累計 184,000 円 

～ 一週一言 ～  明師良友  

明師良友は我々の隠れたる内在の性に通ずる道を

拓き、我々をこの道に鞭撻する。我は何であるか。

真実何を有つかを徹見せしめる。 
人の潜在能力も明師良友を持ってさまざまな風情

を現じ、徳音を発する。 安岡 正篤 一日一言より 
―編集後記―  
放射能はもちろん、蒸し暑さと涼しさとスコールと

地震と大変な毎日ですが、睡眠を十分にとって、ご

自愛を。（丹治洋子） 


